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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第87期

第２四半期連結
累計期間

第87期
第２四半期連結
会計期間

第86期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高                 （千円） 22,233,130 11,811,750 40,831,807

経常利益　　　　　　　　(千円) 94,308 138,919 450,987

四半期（当期）純利益又は純損失

(△)(千円)
△152,790 2,678 △94,011

純資産額                (千円) － 19,357,654 20,608,200

総資産額                (千円) － 46,976,862 44,448,537

１株当たり純資産額      (千円) － 1,003.25 1,070.25

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は純損失金額（△）( 円 )
△7.98 0.14 △4.93

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額     （ 円 ）
－ － －

自己資本比率           （ ％ ） － 40.9 46.1

営業活動による

キャッシュ・フロー      (千円)
836,565 － 1,561,018

投資活動による

キャッシュ・フロー      (千円)
△3,799,642 － △2,486,111

財務活動による

キャッシュ・フロー      (千円)
3,197,263 － 2,574,198

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高            (千円)
－ 3,175,068 2,946,487

従業員数                ( 人 ) － 2,123 1,917

　（注）１．売上高には、消費税等は含んでおりません。

２．第87期第２四半期連結累計（会計）期間の、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。また、前連結会計年度の、潜在株式調整後１株当たり当期純利益

金額については、潜在株式が存在するものの１株当たり当期純損失であるため記載しておりません。

３. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。　
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２【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な

変更はありません。

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 2,123 (527)

　　　　　　 (注）　　従業員数は就業人員（休職者、非常勤者、当社グループからグループ外部への出向者は除いてお

ります。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、アルバイト及び人材会社からの派遣社員）

は、当第２四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 685 (311)

 （注）   従業員数は就業人員（休職者、非常勤者、当社から社外への出向者は除いております。）であり、

臨時雇用者数（パートタイマー、アルバイト及び人材会社からの派遣社員）は、当第２四半期会

計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　　当第２四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

圧力計（千円） 6,118,006

圧力センサ（千円） 3,313,308

計測制御機器（千円） 1,099,381

その他事業（千円） 872,725

合計（千円） 11,403,421

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2）受注状況

　　当第２四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

圧力計 6,303,338 2,185,374

圧力センサ 2,884,675 1,335,567

計測制御機器 1,316,762 778,502

その他事業 1,202,329 527,444

合計 11,707,106 4,826,887

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3）販売実績

　　当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

圧力計（千円） 6,146,155

圧力センサ（千円） 2,976,830

計測制御機器（千円） 1,472,524

その他事業（千円） 1,216,239

合計（千円） 11,811,750

（注）当第２四半期連結会計期間において、総販売実績の10％を超える相手先はありません。
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２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1）経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した世界的な金融不

安の拡大や、原油・原材料価格の高騰、株式相場の低迷、為替の円高傾向での推移などにより、景気の減速感が一段

と強まりました。また、海外におきましても米国、欧州のみならず、中国やインドなどの新興国においても経済の減

速傾向が鮮明となりました。

このような状況のもと、圧力計部門及び圧力センサ部門における売上は、設備投資の抑制や先送り等による影響

はあったものの、前年同期並みの同水準を維持いたしました。また、平成20年４月に株式会社ニューエラーを子会社

としたことにより、計測制御機器部門及びその他部門の売上は大幅に増加となりました。この結果、当第２四半期連

結会計期間の売上高は118億11百万円（前年同期比11.7％増）となりました。

損益面におきましては、このところ顕在化してきている海外を主とした各産業界からの製品に対する高性能・高

品質要求に対応するための開発（試作）費用の増加、及び圧力センサの新たな用途開発に対する需要先との協業を

含む製品開発への先行投資的な費用発生があり、営業利益は２億54百万円（前年同期比40.2％増）、経常利益は１億

38百万円（前年同期は66百万円の経常損失）、四半期純利益は２百万円（前年同期は１億41百万円の四半期純損

失）となりました。

各部門別の概況は、次のとおりであります。
　
〔圧力計部門〕

圧力計部門では、国内の産業機械業界向、プロセス業界向及び半導体業界向の売上は減少いたしましたが、米国子

会社の売上が増加したことにより、当部門の売上高は61億46百万円（前年同期比0.4％増）となりました。
　
〔圧力センサ部門〕

圧力センサ部門では、産業機械業界向及びプロセス業界向の売上は減少いたしましたが、車載用圧力センサ及び

建設機械向圧力センサの売上が増加したことにより、当部門の売上高は29億76百万円（前年同期比0.2％増）となり

ました。
　
〔計測制御機器部門〕

計測制御機器部門では、当部門の拡充を図ることを目的として、株式会社ニューエラーを子会社としたことによ

り、売上は大幅に増加いたしました。当部門における同社の売上高は６億66百万円となり、当部門の売上高は14億72

百万円（前年同期比60.2％増）となりました。
　
〔その他部門〕

その他部門では、計測制御機器部門と同様に株式会社ニューエラーが子会社として加わったことにより、売上は

大幅に増加いたしました。当部門における同社の売上高は６億28百万円となり、当部門の売上高は12億16百万円

（前年同期比116.7％増）となりました。
　
所在地別セグメントの概要は、次のとおりであります。

　
〔日本〕

日本での売上高は77億２百万円となり、営業利益は１億94百万円となりました。
　
〔北米〕

北米での売上高は31億72百万円となり、営業利益は40百万円となりました。
　
〔欧州〕

欧州での売上高は４億45百万円となり、営業利益は33百万円となりました。
　
〔アジア〕

アジアでの売上高は１億94百万円となり、営業損失は20百万円となりました。
　
〔その他〕

その他での売上高は２億96百万円となり、営業損失は８百万円となりました。

　

(2）財政状態の分析

当第２四半期末の総資産は469億76百万円となり、前連結会計年度末に比べ25億28百万円増加し、負債は276億19

百万円となり、前連結会計年度末に比べ37億78百万円増加いたしました。主な増加要因は、平成20年４月に株式会社

ニューエラーを子会社としたことによるものであります。また、純資産は193億57百万円となりました。
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(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、31億75百万円となり、前四半期会計期

間末に比べ１億98百万円の減少となりました。

  各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。
　
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は３億23百万円となりました。

　収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益１億74百万円、減価償却費５億23百万円、売上債権の減少額３億11

百万円であり、支出の主な内訳は、たな卸資産の増加額２億73百万円、仕入債務の減少２億23百万円及び賞与引当金

の減少１億74百万円であります。　
　
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は７億77百万円となりました。

　これは主に、投資有価証券の取得による支出３億29百万円と生産設備等の有形固定資産の取得による支出３億28

百万円があったことなどによるものであります。
　
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は２億10百万円となりました。

　これは主に、短期借入金の増加による収入(純額)５億48百万円と、長期借入金の返済による支出(純額)３億22百万円

があったことなどによるものであります。

　

(4）事実上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5）研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は３億２百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について重要な変更はありません。

　また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 54,840,000

計 54,840,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月11日）

上場金融商品取引
所名又は登録認可
金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 19,180,984 19,180,984
東京証券取引所　

市場第一部
－

計 19,180,984 19,180,984 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年７月１日～
平成20年９月30日 － 19,180,984 － 3,880,313 － 3,949,867
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社エヌケー商事 長野県上田市中央５丁目13番31号 3,458 18.02

株式会社八十二銀行 長野県長野市大字中御所字岡田178番地８　 952 4.96

宮下　茂 神奈川県藤沢市　 902 4.70

長野計器従業員持株会 東京都大田区東馬込１丁目30番４号　 644 3.36

株式会社みずほコーポレート銀行 東京都千代田区丸の内１丁目３番３号 565 2.95

戸谷　直樹 長野県上田市　 551 2.87

長野計器取引先持株会 東京都大田区東馬込１丁目30番４号　 544 2.84

エヌ・アイ・エフＳＭＢＣベン

チャーズ株式会社
東京都千代田区九段北１丁目８番10号 529 2.76

日本電産サンキョー株式会社 東京都品川区大崎１丁目20番13号 521 2.71

八十二キャピタル株式会社
長野県長野市大字南長野南石堂町1282番地

11
505 2.63

計 － 9,176 47.83

　（注）エヌ・アイ・エフＳＭＢＣベンチャーズ株式会社は、平成20年10月１日に大和SMBCキャピタル株式会社に商号
　　　　変更しております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　34,200
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　19,078,000 190,780 －

単元未満株式 普通株式　　　68,784 　－ －

発行済株式総数 　　　　　19,180,984 － －

総株主の議決権 － 190,780 －

（注）　証券保管振替機構名義の株式254株は「完全議決権株式（その他）」の欄に200株、「単元未満株式」の欄

に54株含まれております。また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数

２個が含まれております。

②【自己株式等】

　 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

長野計器株式会社
東京都大田区東馬込

１丁目30番４号
34,200 － 34,200 0.18

計 － 34,200 － 34,200 0.18

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 1,200 1,200 1,120 1,180 1,167 1,170

最低（円） 1,017 1,020 991 981 1,063 921

　　　 (注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。
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３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

（1）退任役員　

氏　　名 役　　名 職　　名 退 任 年 月 日

　　吉 池　潤 一　 　　取　締　役 　　関係会社担当　 平成20年6月27日

（2）役職の異動　

役名及び氏名 新　職　名 旧　職　名 異 動 年 月 日

　　取　締　役

　　塩 入  久 徳
　　技術本部長　 　　技術担当 平成20年７月１日

　　取　締　役

　　眞 島  政 弘

　　上席執行役員　

　　経営企画部長

　　常務執行役員　

　　経営企画部長
平成20年７月１日

　　取　締　役

　　平 井  三 治

　　上席執行役員　

　　営業本部長　

　　常務執行役員　

　　事業本部長　
平成20年７月１日

　　取　締　役

　　武 重　　剛

　　執行役員　製造本部長　

　　兼上田計測機器工場長　

　　執行役員　

　　品質保証部長　
平成20年７月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,008,299 3,568,540

受取手形及び売掛金 ※1
 9,214,803

※1
 9,596,862

有価証券 88,181 95,685

製品 1,525,848 1,245,062

半製品 2,407,862 2,368,014

原材料 1,875,003 1,056,637

仕掛品 3,099,599 2,291,922

貯蔵品 17,663 12,690

繰延税金資産 539,445 457,422

その他 1,066,234 828,491

貸倒引当金 △191,670 △159,296

流動資産合計 23,651,272 21,362,032

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 9,817,286 8,591,629

減価償却累計額 △6,605,144 △5,564,564

建物及び構築物（純額） 3,212,141 3,027,064

機械装置及び運搬具 18,069,043 17,259,440

減価償却累計額 △12,809,469 △11,771,856

機械装置及び運搬具（純額） 5,259,573 5,487,584

土地 4,561,285 4,181,172

建設仮勘定 876,762 854,168

その他 4,225,476 3,450,140

減価償却累計額 △3,831,757 △3,079,173

その他（純額） 393,718 370,967

有形固定資産合計 14,303,481 13,920,956

無形固定資産

のれん 749,421 747,451

その他 1,825,302 1,871,289

無形固定資産合計 2,574,723 2,618,741

投資その他の資産

投資有価証券 4,348,140 4,520,522

繰延税金資産 1,065,929 877,233

その他 1,035,083 1,149,858

貸倒引当金 △1,768 △808

投資その他の資産合計 6,447,384 6,546,806

固定資産合計 23,325,590 23,086,504

資産合計 46,976,862 44,448,537
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,927,691 4,144,310

短期借入金 5,329,767 4,601,905

1年内償還予定の社債 20,000 20,000

1年内返済予定の長期借入金 716,141 815,084

未払法人税等 230,506 229,149

繰延税金負債 37,088 －

賞与引当金 562,968 477,593

役員賞与引当金 － 7,000

その他 1,648,310 1,398,656

流動負債合計 12,472,473 11,693,700

固定負債

社債 100,000 110,000

長期借入金 11,440,495 8,504,322

繰延税金負債 1,266,947 1,303,790

退職給付引当金 2,043,407 1,990,248

役員退職慰労引当金 182,069 156,521

その他 113,814 81,753

固定負債合計 15,146,733 12,146,636

負債合計 27,619,207 23,840,336

純資産の部

株主資本

資本金 3,880,313 3,880,313

資本剰余金 3,979,038 3,979,038

利益剰余金 10,673,948 11,154,785

自己株式 △44,800 △34,439

株主資本合計 18,488,498 18,979,697

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 272,799 744,644

為替換算調整勘定 447,690 777,092

評価・換算差額等合計 720,490 1,521,736

少数株主持分 148,665 106,767

純資産合計 19,357,654 20,608,200

負債純資産合計 46,976,862 44,448,537
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 22,233,130

売上原価 17,111,379

売上総利益 5,121,750

販売費及び一般管理費 ※1
 4,967,137

営業利益 154,613

営業外収益

受取利息 26,888

受取配当金 49,840

為替差益 41,318

持分法による投資利益 44,283

その他 103,584

営業外収益合計 265,915

営業外費用

支払利息 188,080

その他 138,139

営業外費用合計 326,220

経常利益 94,308

特別利益

固定資産売却益 3,465

投資事業組合運用益 1,377

賞与引当金戻入額 36,105

その他 9,590

特別利益合計 50,538

特別損失

固定資産売却損 68

固定資産除却損 10,694

投資有価証券評価損 2,262

投資事業組合出資損失 2,478

その他 7,230

特別損失合計 22,735

税金等調整前四半期純利益 122,111

法人税、住民税及び事業税 252,125

法人税等調整額 24,188

法人税等合計 276,313

少数株主損失（△） △1,411

四半期純損失（△） △152,790
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 11,811,750

売上原価 9,022,816

売上総利益 2,788,933

販売費及び一般管理費 ※1
 2,534,776

営業利益 254,156

営業外収益

受取利息 12,555

受取配当金 4,569

持分法による投資利益 26,505

その他 77,140

営業外収益合計 120,771

営業外費用

支払利息 96,212

為替差損 74,333

その他 65,463

営業外費用合計 236,008

経常利益 138,919

特別利益

固定資産売却益 3,454

投資事業組合運用益 491

賞与引当金戻入額 36,105

その他 6,870

特別利益合計 46,922

特別損失

固定資産除却損 4,633

投資有価証券評価損 2,262

投資事業組合出資損失 2,478

その他 1,576

特別損失合計 10,950

税金等調整前四半期純利益 174,891

法人税、住民税及び事業税 83,963

法人税等調整額 85,021

法人税等合計 168,985

少数株主利益 3,228

四半期純利益 2,678
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 122,111

減価償却費 1,010,499

貸倒引当金の増減額（△は減少） 30,170

賞与引当金の増減額（△は減少） 34,307

退職給付引当金の増減額（△は減少） 37,767

受取利息及び受取配当金 △76,729

支払利息 188,080

手形売却損 53,428

為替差損益（△は益） △26,974

持分法による投資損益（△は益） △44,283

投資有価証券評価損益（△は益） 2,262

投資事業組合出資損益（△は益） 2,478

売上債権の増減額（△は増加） 1,429,970

たな卸資産の増減額（△は増加） △696,754

仕入債務の増減額（△は減少） △716,812

未払消費税等の増減額（△は減少） △124,723

その他 57,680

小計 1,282,481

利息及び配当金の受取額 76,079

支払利息及び手形売却損 △243,679

法人税等の支払額 △278,316

営業活動によるキャッシュ・フロー 836,565

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △337,526

定期預金の払戻による収入 320,720

有形固定資産の取得による支出 △531,094

投資有価証券の取得による支出 △381,337

貸付けによる支出 △323,866

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△2,549,281

その他 2,742

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,799,642
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 13,750,330

短期借入金の返済による支出 △13,207,270

長期借入れによる収入 4,024,114

長期借入金の返済による支出 △1,021,818

社債の償還による支出 △10,000

配当金の支払額 △327,095

少数株主への配当金の支払額 △635

その他 △10,361

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,197,263

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5,605

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 228,580

現金及び現金同等物の期首残高 2,946,487

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,175,068
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

(1)連結の範囲の変更

　株式会社ニューエラーは、平成20年４月

の株式取得に伴い、第１四半期連結会計期

間より連結の範囲に含めております。

　Ashcroft India Pvt.Ltd.は、平成20年３月に

新たに設立したため、第１四半期連結会計

期間より連結の範囲に含めております。

(2)変更後の連結子会社の数

　　21社

２．持分法の適用に関する事

項の変更

　当第２四半期連結会計期間において、持

分法の適用に関する事項の変更はありま

せん。

３．会計処理基準に関する事

項の変更

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法の変
更
　たな卸資産
　　当社及び連結子会社は、通常の販売目的
で保有するたな卸資産について、従来、主
として移動平均法に基づく原価法によっ
ておりましたが、第１四半期連結会計期
間より「棚卸資産の評価に関する会計基
準」（企業会計基準第９号　平成18年７
月５日）が適用されたことに伴い、主と
して移動平均法に基づく原価法（貸借対
照表価額については収益性の低下に基づ
く簿価切下げの方法）により算定してお
ります。
　　これにより、従来の方法に比べ当第２四
半期連結累計期間の営業利益、経常利益
及び税金等調整前四半期純利益は、それ
ぞれ140,794千円減少しております。
　なお、セグメント情報に与える影響は、
当該箇所に記載しております。

(2)「連結財務諸表作成における在外子会社
の会計処理に関する当面の取扱い」
の適用

　　第１四半期連結会計期間より、「連結財
務諸表作成における在外子会社の会計処
理に関する当面の取扱い」（実務対応報
告第18号　平成18年５月17日）を適用し、
連結決算上必要な修正を行っておりま
す。
　　なお、これによる損益へ与える影響は軽
微であります。

【簡便な会計処理】

　当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　記載すべき事項はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　記載すべき事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　受取手形割引高 5,538,529千円

　受取手形裏書譲渡高 327,814 
※１　受取手形割引高 5,310,587千円

　受取手形裏書譲渡高 5,101 

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は　

　　次のとおりであります。

　　荷造運賃　　　　　　　　　　  260,836千円　　　

　　給与諸手当　　　　　　　　　1,532,822

　　福利厚生費　　　　　　　　　　337,195

　　賞与引当金繰入額              138,905

　　退職給付費用　　　　　　　　　 92,669　

　　減価償却費　　　　　　　　　　179,891　

　　研究開発費                    591,149　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は　

　　次のとおりであります。

　　荷造運賃　　　　　　　　　　　129,529千円　　　

　　給与諸手当　　　　　　　　　　800,099

　　福利厚生費　　　　　　　　　　172,153

　　賞与引当金繰入額               65,656

　　退職給付費用　　　　　　　　　 47,465

　　減価償却費　　　　　　　　　　 94,129

　　研究開発費                    294,082

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 4,008,299千円

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金
△836,672 

有価証券勘定に含まれる現金同

等物
3,441 

現金及び現金同等物 3,175,068 
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　19,180千株

　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　34千株　　

　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

(1)配当金支払額　

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 263,391 13.75 平成20年３月31日 平成20年６月30日 　利益剰余金

(2)基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

　 末後となるもの

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年11月10日

取締役会
普通株式 153,173 8.0 平成20年９月30日 平成20年11月28日 　利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日　至 平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自 平成20年４月1日 至 平成20年９月30日）

　精密機器事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める

割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

【所在地別セグメント情報】

　当第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月1日 至 平成20年９月30日） 　　

 
日本

（千円）　

北米 

（千円）　

欧州 

（千円）　

アジア

（千円）　

その他

（千円）　

計

（千円）　

 消去又は
全社

（千円）　

 連結

（千円）　

 売上高         

(1）外部顧客に対す

る売上高
7,702,625 3,172,534 445,363 194,943 296,283 11,811,750 － 11,811,750

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

176,391 177,196 67,234 1,489 427,110 849,422 △849,422 －

計 7,879,016 3,349,730 512,598 196,433 723,393 12,661,172 △849,422 11,811,750

 営業利益又は営業

損失（△）
194,633 40,006 33,854 △20,067 △8,151 240,275 13,881 254,156

　当第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月1日 至 平成20年９月30日） 　　

 
日本

（千円）　

北米 

（千円）　

欧州 

（千円）　

アジア

（千円）　

その他 

（千円）　

計

（千円）　

 消去又は
全社

（千円）　

 連結

（千円）　

 売上高         

(1）外部顧客に対す

る売上高
14,720,039 5,760,733 811,527 423,953 516,875 22,233,130 － 22,233,130

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

349,756 363,708 101,099 1,489 794,106 1,610,159 △1,610,159 －

計 15,069,795 6,124,441 912,626 425,443 1,310,982 23,843,289 △1,610,159 22,233,130

 営業利益又は営業

損失（△）
36,347 72,102 60,861 △34,819 △13,013 121,478 33,135 154,613

　（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

　なお、当第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結累計期間において、従来その他に含めて記載しており

ました欧州及びアジアの営業利益金額又は営業損失金額が、全セグメントの営業利益（損失）金額の合計額に

占める割合が10％を超えたため、当第２四半期連結会計期間より、それぞれ独立したセグメントとして記載し

ております。

　この変更に伴い、当第２四半期連結会計期間のその他は、従来の方法によった場合に比べて、外部顧客に対す

る売上高が640,307千円、営業利益が13,787千円それぞれ減少した結果、営業損失は8,151千円となりました。また

同様に、当第２四半期連結累計期間のその他は、外部顧客に対する売上高が1,235,481千円、営業利益が26,042千

円それぞれ減少した結果、営業損失は13,013千円となりました。

  ２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

    北米：アメリカ合衆国　　欧州：ドイツ　　アジア：シンガポール

  ３．会計処理の方法の変更

　（棚卸資産の評価に関する会計基準）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」３. (1)に記載のとおり、第１四半期連
結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用し
ております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の日本における
営業利益は、140,794千円減少しております。
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【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日）

 北米 アジア 欧州 その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（千円） 3,218,851 1,184,094 724,319 348,300 5,475,566

Ⅱ 連結売上高（千円） － － － － 11,811,750

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高

の割合（％）
27.3 10.0 6.1 3.0 46.4

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日）

 北米 アジア 欧州 その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（千円） 5,887,179 2,138,177 1,354,695 792,767 10,172,820

Ⅱ 連結売上高（千円） － － － － 22,233,130

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高

の割合（％）
26.5 9.6 6.1 3.6 45.8

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する主な地域の内訳は、次のとおりであります。

北米……… アメリカ合衆国　　アジア ………中国、台湾、韓国　　欧州 ……… ドイツ　　

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

（有価証券関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

　その他有価証券で時価のあるものが、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計

年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

　 取得原価（千円）
 四半期連結貸借対照表
 計上額（千円）

差額（千円）

(1）株式 2,536,204 3,025,133 488,929

(2）債券    

　　国債・地方債等 － － －

　　社債 － － －

　　その他 100,000 95,730 △4,270

(3）その他 340,492 217,456 △123,036

合計 2,976,696 3,338,320 361,623

※当第２四半期連結会計期間末において時価が著しく下落した有価証券については減損処理を行っており、減損処理

後の金額を取得原価として表示しております。なお、減損処理額は次のとおりであります。

　　株式　　　2,262千円

（デリバティブ取引関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

　　該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 1,003.25円 １株当たり純資産額 1,070.25円

２．１株当たり四半期純利益金額又は純損失金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 △7.98円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 0.14円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額
  

四半期利益又は四半期純損失（△）（千円） △152,790 2,678

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△152,790 2,678

期中平均株式数（千株） 19,155 19,155

      （リース取引関係）

　当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　　記載すべき事項はありません。

（重要な後発事象）

　　　　　該当事項はありません。

EDINET提出書類

長野計器株式会社(E02329)

四半期報告書

24/27



２【その他】

　　平成20年11月10日開催の取締役会において、当期中間配当金に関し、次のとおり決議いたしました。

　　（イ）中間配当金による配当金の総額　　　　　153,173千円

　　（ロ）１株当たりの額　　　　　　　　　　　　８円00銭

　　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　平成20年11月28日

　　（注）平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いま

　　　　　す。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

   平成20年11月７日

長野計器株式会社    

 取締役会　御中  

 監査法人トーマツ  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 奈尾　光浩　　　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 広瀬　　勉　　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている長野計器株式会社の

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、長野計器株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

　　　　２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。　　　　
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